
「SMBCモビット公式スマホアプリ利用規約」を一部改定します 

 

旧 新 備考 

ご利用の前には、必ず SMBCモビット公式スマホアプリ利用

規約（以下、「本利用規約」といいます。）をお読みいただ

き、本利用規約の内容をご承諾の上サービスをご利用くだ

さい。 

お客様は、『SMBCモビット公式スマホアプリ』（以下、「本ア

プリケーション」といいます。）により、 三井住友カード

株式会社（以下、「当社」といいます。）に対し、スマート

フォン端末を使用して、必要書類の提出、会員専用サービ

ス『Myモビ』、及びスマホ ATM取引を利用することができま

す。 

ただし、本アプリケーションを利用する場合には、お客様

は、あらかじめ、本利用規約の内容を確認の上、承諾して

いただきます。 ご承諾いただけないお客様は、本アプリケ

ーションは利用いただけないものとします。 

第 1条（サービス内容） 

本アプリケーションでは、以下のサービスを利用いただけ

ます。 

(1)必要書類の提出 

(2)会員専用サービス『Myモビ』 

(3)スマホ ATM取引 

第 2条（利用方法） 

本アプリケーションは、モビットカード番号（又は振込キ

ャッシング番号）、生年月日、電話番号、ユーザーID又はパ
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スワードをお客様ご自身の選択によりスマートフォン端末

に保存することができます。また、オートログイン設定、

生体認証設定を利用します。なお、当該サービスの利用に

は、指紋、顔、声紋等の一部の特徴（以下、「生体情報」と

いいます。）のうち、2つ以上の生体情報が必要になりま

す。）により、生年月日、電話番号、ユーザーID及びパスワ

ードを入力することなく会員専用サービス『Myモビ』への

ログインが可能となります。なお、紛失、盗難等を防止す

るため、他者への譲渡をしないなどスマートフォン端末の

取扱いに十分ご注意の上、スマートフォン端末にパスワー

ドロックをかけることをお奨めします。 

当社は、モビットカード番号（又は振込キャッシング番

号）、暗証番号、電話番号、ユーザーID又はパスワードが認

証され（当該情報がスマートフォン端末上に保存されてい

た場合を含みます。）、又は生体認証設定により、本アプリ

ケーションが使用された場合は、お客様の意思に基づく使

用があったものとみなします。 

第 3条（必要書類の提出） 

モビットカード発行には当社所定の審査を経ることが必要

です。本アプリケーションを利用して必要書類提出をいた

だいた場合でも、モビットカードの発行が受けられない場

合もございますので、あらかじめご了承ください。また、

必要書類の再送をお願いすること等があります。 

第 4条（振込キャッシング） 

振込キャッシングにて借入手続きを行う際は、本アプリケ

ーション上でのモビットカード番号（又は振込キャッシン
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本アプリケーションは、お客様がモビットカード等に入会

した際に同意した利用目的の範囲内でプッシュ通知による
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グ番号）、暗証番号、及び生年月日の認証、又は生体認証に

よる認証を行う必要があります。なお、所定の審査によ

り、振込キャッシングの利用をお断りすることがありま

す。 

第 5条（スマホ ATM取引） 

スマホ ATM取引にて借入手続きを行う際は、提携 ATMでの

暗証番号認証と併せ、本アプリケーション上でもモビット

カード番号（又は振込キャッシング番号）、暗証番号、生年

月日の認証、又は生体認証による認証を行う必要がありま

す。なお、所定の審査により、スマホ ATM取引の利用をお

断りすることがあります。 

第 6条（免責等） 

本アプリケーションの動作に係る不具合、スマートフォン

端末に与える影響及びお客様が本アプリケーションを正常

に利用できないことにより被る不利益、並びに本アプリケ

ーションがご利用いただける状態のスマートフォン端末の

紛失、盗難等が生じた場合にお客様又は第三者が被る不利

益、その他一切の不利益については、当社に責がある場合

を除き、当社は一切の責任を負いません。 

本アプリケーションがご利用いただける状態で、スマート

フォン端末の紛失、盗難等が生じた場合には、お客様の情

報が不正に利用される可能性がありますので、当該スマー

トフォン端末は厳重に管理してください。万一、紛失、盗

難等の発生が疑われる場合には、速やかに当社までご連絡

いただくとともに、会員専用サービス『Myモビ』を利用し

てユーザーIDを変更してください。 

必要書類の再送をお願いすること等があります。 
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お客様は、ご自身の費用と責任により、生体認証機能を利

用する（これらに係る利用規約等を遵守することを含みま

す。）ものとし、その利用に関してお客様に損害が生じた場

合でも、当社に故意又は重大な過失がある場合を除き、当

社は一切の責任を負いません。 

第 7条（知的財産権） 

本アプリケーションに関する著作権等を含む一切の権利は

当社、又は当社の提携先に帰属します。 

第 8条（禁止事項） 

本アプリケーションは、ダウンロードを行ったスマートフ

ォン端末上のみでお使いいただけます。お客様は、本アプ

リケーションについて、当社に無断で転送、複製、修正、

蓄積、改変又はリバースエンジニアリング等を行わず、そ

の他本アプリケーションに関する当社及び当社の提携先の

権利を障害し又はそのおそれがある一切の行為を行わない

ものとします。 

第 9条（停止及び解除） 

当社は、お客様が本利用規約に違反した場合に、お客様に

対する本アプリケーションの提供を停止し、又は本利用規

約を解除できるものとし、当該停止又は解除の日以降、お

客様は、本アプリケーションを利用できないものとしま

す。 

第 10条（その他） 

本アプリケーションの利用料は無料ですが、ダウンロード

やご利用時にかかるパケット通信料はお客様のご負担とな

ります（本アプリケーションのバージョンアップの際や本

トフォン端末は厳重に管理してください。万一、紛失、盗

難等の発生が疑われる場合には、速やかに当社までご連絡
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社は一切の責任を負いません。 
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当社、又は当社の提携先に帰属します。 
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アプリケーションが正常に動作しないことにより再設定な

どで追加的に発生する通信料を含みます。）。 

本アプリケーションを削除された場合、本アプリケーショ

ンに関する一切の情報の復元はできません。本アプリケー

ションを再度ダウンロードしていただく必要があります。 

お客様は、本利用規約に係るいかなる権利又は義務も第三

者に移転又は譲渡することはできません。 

当社は、本アプリケーション、本利用規約及びこれらに基

づくサービス提供を、お客様への予告なく改定、追加、変

更又は廃止することができるものとします。 

本アプリケーション又は本利用規約について訴訟の必要が

生じた場合、お客様及び当社は、当社の本社又は営業所所

在地を管轄する地方裁判所又は簡易裁判所を管轄裁判所と

することに合意します。 

（2025年 7月） 

第 10条（その他） 

本アプリケーションの利用料は無料ですが、ダウンロード

やご利用時にかかるパケット通信料はお客様のご負担とな

ります（本アプリケーションのバージョンアップの際や本

アプリケーションが正常に動作しないことにより再設定な

どで追加的に発生する通信料を含みます。）。 

本アプリケーションを削除された場合、本アプリケーショ

ンに関する一切の情報の復元はできません。本アプリケー

ションを再度ダウンロードしていただく必要があります。 

お客様は、本利用規約に係るいかなる権利又は義務も第三

者に移転又は譲渡することはできません。 

当社は、本アプリケーション、本利用規約及びこれらに基

づくサービス提供を、お客様への予告なく改定、追加、変

更又は廃止することができるものとします。 

本アプリケーション又は本利用規約について訴訟の必要が

生じた場合、お客様及び当社は、当社の本社又は営業所所

在地を管轄する地方裁判所又は簡易裁判所を管轄裁判所と

することに合意します。 

（2026年 1月） 
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